
 

                                                       

編  修  趣  意  書 

（教育基本法との対照表） 
                                                                               

※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

107-83 高等学校 公民 政治・経済  

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 

※教 科 書 名 

7 実教 政経 007-901 詳述政治・経済 新訂版 

 

１．編修の基本方針 

 

第２条の目標を達成するため，次の通り編集した。 

・幅広い知識と教養を身に付け，真理を求める態度を養う観点から，複数の客観的資料等を手

掛かりに現実社会の諸課題を考察する問いを「Skill up」として示した。また，本文記述に

関連した最新の動向を「時事」などのコラムとして設けた。さらに，第 1 部第 3 編と第 2 部

第 3 章では，各テーマをより深く考察ができるように多角的な視点を提供した（第１号）。  

・創造性を培い，自主及び自律の精神を養うことを助けるため，各節には具体的な検討の観点

を「exercise」などとして示した。また，より深く探究・考察していくための検討の観点を

「探究へのステップ」として示した。さらに，自主及び自律の精神を養うため，抽象的な理

論や制度への疑問を自ら解決できるようにわかりやすく解説するコラム「Seminar」を設け

て，自学自習に取り組めるようにした（第２号）。 

・正義と責任や公共の精神に基づいて，主体的に社会の形成に参画しその発展に寄与する態度

を養うために，政治の意義と役割，政治参加の重要性を扱うコラム「政治 Q&A」を設けた

（第３号）。 

・生命を尊び，自然を大切にし，環境の保全に寄与する態度を養うために，地球環境問題と国

際的な取り組み，自然との共生についての記述を掲載した（第４号）。  

・伝統と文化を尊重し，我が国と郷土を愛する態度を涵養するため，また，他国を尊重し，国

際社会の平和と発展に寄与する態度を養うために，我が国の領土に関する内容のほか，日本

の対外援助や国際交流についての記述を掲載した（第５号）。  

  

２．対照表 

 

 図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所  

 前見返し ・伝統と文化を尊重し，それらをはぐくんできた我
が国と郷土を愛する態度を養う観点から，日本の
世界遺産を取り上げ，我が国の文化と貴重な自然
について，理解できるようにした（第５号）。 

前見返し 
3 

第１部 
第１編第１章 

・幅広い知識と教養を身に付け，真理を求める態度
を養う観点から，民主政治の歩みと発展や各国の
政治制度について記述した（第１号）。 

 
・正義と責任，自他の敬愛と協力を重んずるととも

に，公共の精神に基づき，主体的に社会の形成に
参画し，その発展に寄与する態度を養う観点か
ら，参政権の意義を確認し，また，民主政治の置
ける熟議の重要性について記述した（第３号）。 

 
 
 

p.6～23 
 
 
 
p.13,23 
 
 
 
 
 
 
 



 

・正義と責任，自他の敬愛と協力を重んずるととも
に，公共の精神に基づき，主体的に社会の形成に
参画し，その発展に寄与する態度を養う観点か
ら，民主主義の特質を改めて問い直し，よりよい
社会の形成を目指す手がかりを検討するに資する
特集ページを設けた（第３号）。 

 
・創造性を培い，自主及び自律の精神を養う観点か

ら，取り扱っている学習内容に即した具体的な問
いを各節に設定した（第２号）。 

p.22 
 
 
 
 
 
 
各節 

第１部 
第１編第２章 

 
 
 
 
 

・幅広い知識と教養を身に付け，真理を求める態度
を養う観点から，大日本帝国憲法を起点として，
日本国憲法の成立を取り扱い，我が国に立憲主義
が定着していく過程と，日本国憲法の基本原理を
記述した（第１号）。 

 
・他国を尊重し，国際社会の平和と発展に寄与する

態度を養う観点から，安全保障の在り方, 世界平
和の在り方と日本国憲法の平和主義の意義につい
て記述した。（第５号）。 

 
・男女の平等，自他の敬愛と協力を重んずるととも

に，公共の精神を涵養する観点から，日本国憲法
の 定 め る 基 本 的 人 権 に つ い て 記 述 し た （ 第 ３
号）。 

 
・幅広い知識と教養を身に付け，真理を求める態度

を養う観点から，公共の福祉のもつ意味を具体的
事 例 か ら 読 み 取 ら せ る コ ラ ム を 設 け た （ 第 １
号）。 

 
・創造性を培い，自主及び自律の精神を養う観点か

ら，取り扱っている学習内容に即した具体的な問
いを各節に設定した（第２号）。 

p.24～27 
 
 
 
 
 
p.28～35 
 
 
 
 
p.36～52 
 
 
 
 
p.52 
 
 
 
 
各節 

第１部 
第１編第３章 

 
 
 
 
 
 
 

・幅広い知識と教養を身に付け，真理を求める態度
を養う観点から，我が国の統治機構について記述
した（第１号）。 

 
・正義と責任，自他の敬愛と協力を重んずる観点

や，今後裁判員に選出されたときの参考に資する
ように，司法の役割や裁判の流れなどを記述した
（第１号，第３号）。 

 
・公共の精神に基づき，主体的に社会の形成に参画

し，その発展に寄与する態度を養う観点から，地
方自治体が抱えている政治・経済上の多様な課題
について客観的資料を手掛かりにして読み取り，
諸外国の例も参照しながら，自分の自治体の課題
を考察できる特集およびコラムを設けた（第３
号）。 

 
・創造性を培い，自主及び自律の精神を養う観点か

ら，取り扱っている学習内容に即した具体的な問
いを各節に設定した（第２号）。 

 
 
 
 

p.53～66 
 
 
 
p.62～67 
 
 
 
 
p.71,73 
 
 
 
 
 
 
 
各節 



 

第１部 
第１編第４章 

 

・個人の価値の尊重や自主及び自律の精神を養う観
点から，選挙制度と投票行動の意義について扱っ
た。とくに，選挙権年齢の引き下げが検討されて
いることも踏まえて，若年層が選挙に参加する意
義や，投票後の行動については，コラムで詳述し
た（第２号）。 

 
・創造性を培い，自主及び自律の精神を養う観点か

ら，取り扱っている学習内容に即した具体的な問
いを各節に設定した（第２号）。 

p.74～85 
 
 
 
 
 
 
各節 

第１部 
第２編第１章 

・幅広い知識と教養を身に付け，真理を求める態度
を養う観点から，経済活動の意義と経済思想の変
遷など，経済理論について十分に記述した。ま
た，経済の基本用語や概念について，身近な問題
から検討できる課題を設けた（第１号）。 

 
・創造性を培い，自主及び自律の精神を養う観点か

ら，取り扱っている学習内容に即した具体的な問
いを各節に設定した（第２号）。 

p.86～93 
 
 
 
 
 
各節 

 

 

 

 

 

第１部 
第２編第２章 

・幅広い知識と教養を身に付け，真理を求める態度
を養う観点から，市場の働きと金融・財政などに
ついて十分に記述した。また，とくに税制改革に
ついては特集ページを設け，現状と課題を深く考
察しながら，世代間の公正も踏まえた租税負担に
ついて思考できるように工夫した（第１号）。 

 
・幅広い知識と教養を身に付け，真理を求める態度

を養う観点から，近年重要視されているウェルビ
ーイングについてわかりやすく解説したコラムを
設けた（第１号）。 

 
・自主及び自律の精神を養う観点から，経済理論に

ついて，自ら疑問を解決できるようにわかりやす
く解説したコラムを設けた（第２号）。 

 
・創造性を培い，自主及び自律の精神を養う観点か

ら，取り扱っている学習内容に即した具体的な問
いを各節に設定した（第２号）。 

p.95～127 
 
 
 
 
 
 
p.108 
 
 
 
 
p.106,114,

117 
 
 
各節 

第１部 
第２編第３章 

・幅広い知識と教養を身に付け，真理を求める態度
を養う観点から，これまでの日本経済の成長過程
と今後の成長の在り方について記述した。また，
低成長経済の現状と課題について，客観的資料を
手掛かりに考察する特集ページを設けた（第１
号）。 

 
・幅広い知識と教養を身に付け，真理を求める態度

を養う観点から，中小企業・農業，消費者問題，
労働問題，社会保障問題など，日本経済の特質と
国民生活について十分に記述した。また，とくに
社会保障制度について詳述しており，あるべき福
祉社会の姿を考察・思考できるように工夫した
（第１号）。 

 
・生命を尊び，自然を大切にし，環境の保全に寄与

する態度を養うために，とくに四大公害以降の公
害関係法整備，循環型社会の形成に向けてのあゆ
みや現状を記述した（第４号）。 

 

p.128～135 
 
 
 
 
 
 
p.136～165 
 
 
 
 
 
 
 
p.144～148 
 
 
 
 



 

・創造性を培い，自主及び自律の精神を養う観点か
ら，取り扱っている学習内容に即した具体的な問
いを各節に設定した（第２号）。 

各節 

第１部 
第３編 

・幅広い知識と教養を身に付け，真理を求める態度
を養う観点のほか，自主及び自律の精神を養う観
点から，第１部で学習した内容に関連した政治・
経済の課題を取り上げ，その望ましい課題を考察
し，自らの言葉で表現する課題を設定した（第１
号，第２号）。 

p.166～179 

第２部 
第１章 

・幅広い知識と教養を身に付け，真理を求める態度
を養う観点，さらに他国を尊重し，国際社会の平
和と発展に寄与する態度を養う観点から，国際政
治における動向を記述した（第１号，第５号）。 

 
・生命を尊ぶ観点から，軍拡・軍縮問題，人種・民

族問題については詳述しており，とくに難民問題
については客観的資料を基に現状を読み取ること
ができる課題を設けた上で，日本の現状や必要な
施策を検討できるコラムを設けた。（第４号）。 

 
・他国を尊重し，国際社会の平和と発展に寄与する

態度を養う観点から，我が国の国際貢献の在り方
について記述した。また，伝統と文化を尊重し，
それらをはぐくんできた我が国と郷土を愛する態
度を養う観点から，我が国の領土に関する内容を
詳述した（第５号）。 

 
・創造性を培い，自主及び自律の精神を養う観点か

ら，取り扱っている学習内容に即した具体的な問
いを各節に設定した（第２号）。 

p.180～209 
 
 
 
 
p.196～203 
 
 
 
 
 
p.206～209 
 
 
 
 
 
 
各節 

第２部 
第２章 

・幅広い知識と教養を身に付け，真理を求める態度
を養う観点から，国際経済のしくみや動向，金融
のグローバル化，地域経済統合の動向や新興国の
現状と課題について記述した（第１号）。 

 
・幅広い知識と教養を身に付け，真理を求める態度

を養う観点のほか，生命を尊び，自然を大切に
し，環境の保全に寄与する態度を養う観点から，
地球環境問題と国際的な取り組み，エネルギー政
策に関する記述を掲載した（第１号，第４号）。 

 
・自主及び自律の精神を養う観点から，国際経済の

しくみについて，自ら疑問を解決できるよう，わ
かりやすく解説するコラムを設けた（第２号）。 

 
・他国を尊重し，国際社会の平和と発展に寄与する

態度を養う観点から，貧困削減への取り組みや我
が国の ODA など経済協力について記述した。また，
ラテンアメリカ諸国に対する日本の経済貢献の事
例を通じて，国際的な経済貢献のあり方を検討で
きるような特集を設けた（第５号）。 

 
・創造性を培い，自主及び自律の精神を養う観点か

ら，取り扱っている学習内容に即した具体的な問
いを各節に設定した（第２号）。 

p.210～235 
240～243 

 
 
 
p.236～239 
 
 
 
 
 
p.211,215 
 
 
 
p.240～243 
 
 
 
 
 
 
各節 



 

第２部 
第３章 

・幅広い知識と教養を身に付け，真理を求める態度
を養う観点のほか，自主及び自律の精神を養う観
点から，第２部で学習した内容に関連した政治・
経済の課題を取り上げ，その望ましい課題を考察
し，自らの言葉で表現する課題を設定した（第１
号，第２号）。 

p.244～255 
 

  

３．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色 

・学校教育法第五十一条三項（社会について，広く深い理解と健全な批判力を養い，社会の発

展に寄与する態度を養うこと）に則して，本文記述や課題例など教科書全体を通じて，生徒

が物事を多面的に理解・解釈し検討を重ねていけるよう，とくに配慮した。  

                   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

編  修  趣  意  書 

（学習指導要領との対照表，配当授業時数表） 
                                                                               

※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

107-83 高等学校 公民 政治・経済  

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 

※教 科 書 名 

7 実教 政経 007-901 詳述政治・経済新訂版 

 

１．編修上特に意を用いた点や特色                    

現代の政治・経済・国際関係の動向や本質を把握し，客観的な視点から主体的に考察・判断

できる能力と態度を育てるという「政治・経済」の基本目標に鑑み，生徒が興味をもって学習

を深めていけるように，以下の点についてとくに配慮した。 

 

１）重要用語や難解な専門用語については，注を付し，丁寧に解説した。  

 

２）学習内容が実生活・実社会に関連付けられるように，生徒にとって身近で具体的な話題を

多く取り上げた。また，時事的な事例も「時事コラム」を中心に積極的に扱った。  

 

３）生徒が社会的事象に客観的かつ公正なものの見方や考え方ができるように，統計資料を豊

富に掲載し，理解の助けとなるように，適宜解説を付けた。 

 

４）情報を適切かつ効果的に読み取る技能を育成できるように，統計資料には読み取りのポイ

ントを「Check」として示した。さらに，図版や統計を深く考察し，課題を把握する問いと

して「skill up」を設けた。 

 

５）政治や経済の抽象的な理論や仕組みについては，コラム「Seminar」でよりわかりやすく

解説した。 

 

６）領土問題については国内外の事例を紹介したうえで，日本に関する問題の所在と平和的解

決が模索されていることを，地図を交えて詳述した。 

 

７）生徒が政治の意義と役割を知り，政治参加の重要性を理解することができるように，Q&A

形式のコラムを設けた。 

 

８）生徒が現代社会の諸課題に対し，幸福・正義・公正といった諸観点に基づいて主体的に考

察し，また，生徒が学んだ知識を活用して自ら課題を発見し，その解決に向けて探求し，成

果などを表現するための思考・判断・表現力を養うため，適宜「exercise」などを配した。 

 

９）現実社会の諸課題を主体的に解決する態度を養うために，各節で学習した内容をより深く

探究・考察していくための課題「探究へのステップ」を設けた。  

 

10）生徒が，思考・判断・表現力を発揮してレポート作成をまとめ上げるための助けとなるよ

うに，小論文の書き方を解説するページを設けた。 

 

11）グローバル化が進む現代社会において，日本国内の諸現象のみならず，世界全体の課題に

ついて探求できるように配慮した。 

 

12）公民的素質を養うために，全編を通じて生徒の問題意識に訴えかける文章を多用したほ

か，平和と人権を重視する視点を貫いた。 

 



 

２．対照表 

 

 

 
図書の構成・内容 学習指導要領の内容 該当箇所 

配当 
時数 

 

 

 第１部 現代日本における政治・経済
の諸課題 

Ａ 現代日本における政治
・経済の諸課題 

  

第１編 現代日本の政治    

第１章 民主政治の基本原理 

(1)現代日本の政治・経済 

p.6～23 ５ 

 第２章 日本国憲法の基本原理 p.24～52 ４ 

 第３章 日本の政治機構 p.53～73 ４ 

 第４章 現代日本の政治 p.74～85 ４ 

 第２編 現代日本の経済    

 第１章 現代社会の変容 

(1)現代日本の政治・経済 

p.86～93 ３ 

 第２章 現代経済のしくみ p.94～127 ５ 

 第３章 現代経済と福祉の向上 p.128～165 ９ 

 第３編 現代日本における諸課題の探
求 

(2)現代日本における政治
・経済の諸課題の探求 

p.166～179 ７ 

 第２部 グローバル化する国際社会の
諸課題 

Ｂ グローバル化する国際
社会の諸課題 

  

 第１章 現代の国際政治 
(1)現代の国際政治・経済 

p.180～209 ５ 

 第２章 現代の国際経済 p.210～243 ６ 

 第３章 国際社会の諸課題の探求 
(2)グローバル化する国際

社会の諸課題の探求 
p.244～255 ６ 

      計 58 

  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


